
データ移行の実装の基本
ONTAP FLI
NetApp
January 07, 2026

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-fli/san-
migration/concept_implementation_basics_for_data_migration.html on January 07, 2026. Always check
docs.netapp.com for the latest.



目次

データ移行の実装の基本 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

データ移行の実装の基本 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

FLI の物理的な配線の要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

FCアダプタのイニシエータ モード設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

ONTAP FLI移行のターゲットおよびイニシエータ ポートのゾーニング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  3

イニシエータグループの構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4

テスト移行を実施する理由 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5



データ移行の実装の基本

データ移行の実装の基本

Foreign LUN Import （ FLI ）の実装手順には、物理的な配線、ゾーニング、イニシエー
タレコードの作成が含まれます。ネットアップストレージのイニシエータポートとソー
スストレージの初期設定で移行に向けた環境の準備を行います。

このセクションの例では、 Hitachi Data Systems （ HDS ） AMS アレイを使用します。外部アレイのコマン
ドは移行元の他社製アレイによって異なります。

FLI の物理的な配線の要件

移行で使用するストレージアレイには、両方のファブリックに各コントローラ（使用中
）からのプライマリパスが必要です。つまり、移行するソースアレイとデスティネーシ
ョンアレイのノードが両方のファブリックの共通のゾーンに存在している必要がありま
す。ネットアップクラスタに他のコントローラを追加する必要はありません。必要なの
は実際に LUN をインポートまたは移行するコントローラのみです。移行に間接パスを使
用することもできますが、ソースアレイとデスティネーションアレイの間の最適化され
たアクティブなパスを使用することを推奨します。次の図は、両方のファブリックにプ
ライマリ（アクティブ）パスが存在する HDS AMS2100 ストレージと NetApp ONTAP

ストレージを示しています。

この図は、デュアルファブリックのストレージの配線の例を示したものです。
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配線に際しては、次のベストプラクティスに従ってください。

• ONTAP ストレージでは、ファブリックに接続するための空きイニシエータポートが必要です。空きポー
トがない場合は、イニシエータポートを設定します。

FCアダプタのイニシエータ モード設定

イニシエータモードは、ポートをテープドライブ、テープライブラリ、またはForeign

LUN Import（FLI）対応のサードパーティ製ストレージに接続するために使用されま
す。FCターゲットアダプタをFLIで使用するには、イニシエータモードに変換する必要
があります。

作業を開始する前に

• アダプタのLIFを、メンバーとして属するすべてのポート セットから削除する必要があります。

• 物理ポートのパーソナリティをターゲットからイニシエータに変更する前に、変更する物理ポートを使用
するすべてのStorage Virtual Machine（SVM）のすべてのLIFを、移行するか破棄する必要があります。

手順

1. アダプタからすべてのLIFを削除します。

network interface delete -vserver <SVM_name> -lif <lif_name>,<lif_name>

2. アダプタをオフラインにします。

network fcp adapter modify -node <node_name> -adapter <adapter_port>

-status-admin down

アダプタがオフラインにならない場合、システムの該当するアダプタ ポートからケーブルを取り外すこと
もできます。

3. アダプタをターゲットからイニシエータに変更します。

system hardware unified-connect modify -t initiator <adapter_port>

4. 変更したアダプタをホストしているノードをリブートします。

5. 構成に対してFCポートが正しい状態で設定されていることを確認します。

system hardware unified-connect show

6. アダプタをオンラインに戻します。
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node run -node _node_name_ storage enable adapter <adapter_port>

次の手順

外部アレイのターゲット ポートをONTAPストレージのイニシエーター ポートでゾーン分けします。

ONTAP FLI移行のターゲットおよびイニシエータ ポートのゾー
ニング

FLI移行では、 NetAppストレージから外部アレイのソースLUNにアクセスできるように
する必要があります。これは、ソースストレージのターゲットポートとNetAppターゲッ
トストレージのイニシエータポートをゾーニングすることで実現されます。

ソースストレージからホストへの既存のゾーンは変更されず、移行後は非アクティブ化されます。移行された
LUN にホストがデスティネーションストレージからアクセスできるように、ホストからデスティネーション
ストレージへのゾーンが作成されます。

FLI を使用した標準的な移行シナリオでは、次の 4 つのゾーンが必要です。

• ゾーン 1 ：ソースストレージとデスティネーションストレージ（本番ファブリック A ）

• ゾーン 2 ：ソースストレージとデスティネーションストレージ（本番ファブリック B ）

• ゾーン 3 ：ホストからデスティネーションストレージ（本番ファブリック A ）

• ゾーン 4 ：ホストからデスティネーションストレージ（本番ファブリック B ）

ゾーニングに際しては次のベストプラクティスに従ってください。

• ソースストレージのターゲットポートとデスティネーションストレージのターゲットポートを同じゾーン
に混在させないでください。

• デスティネーションストレージのイニシエータポートとホストポートを同じゾーンに混在させないでくだ
さい。

• デスティネーションストレージのターゲットポートとイニシエータポートを同じゾーンに混在させないで
ください。

• 冗長性を確保するために、各コントローラで少なくとも 2 つのポートでゾーニングします。

• 1 つのイニシエータと 1 つのターゲットでゾーニングすることを推奨し

ソースストレージのターゲットポートをデスティネーションストレージのイニシエータポート
とゾーニングすると、 storage array show コマンドを使用して、ソースストレージがデスティ
ネーションストレージで認識されるようになります。ストレージアレイが初めて検出されたと
き、ネットアップコントローラがアレイを自動的に表示しないことがあります。これを修正す
るには、 ONTAP イニシエータポートが接続されているスイッチポートをリセットします。

FLI を使用した標準的な移行シナリオでは、次の 4 つのゾーンが必要です。各ゾーンに特定のポートを含める
必要があります。

• ゾーン 1 ：ソースストレージとデスティネーションストレージ（本番ファブリック A ）
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ゾーン 1 には、ファブリック A のすべてのノード上のすべてのデスティネーションストレージイニシエー
タポートとすべてのソースストレージターゲットポートを含める必要がありますゾーンメンバーは次のと
おりです。

◦ ONTAP - ノード 1 - 0a

◦ ONTAP — Node2 — 0a

◦ AMS2100 --Ctrl0 --0a

◦ AMS2100 --Ctrl1-1a

• ゾーン 2 ：ソースストレージとデスティネーションストレージ（本番ファブリック B ）

ゾーン 2 には、ファブリック B のすべてのノード上のすべてのデスティネーションストレージのイニシエ
ータポートとすべてのソースストレージのターゲットポートを含める必要がありますゾーン 2 のメンバー
は次のとおりです。

◦ ONTAP - Node1 - 0b

◦ ONTAP — Node2 — 0b

◦ AMS2100 --Ctrl0-0e

◦ AMS2100 --Ctrl1—1e

• ゾーン 3 ：ホストからデスティネーションストレージ（本番ファブリック A ）

ゾーン 3 には、 Host Bus Adapter （ HBA ；ホストバスアダプタ）ポート 1 と本番ファブリック A のデ
スティネーションのコントローラポートを含める必要がありますゾーン 3 のメンバーは次のとおりです。

◦ ONTAP — lif1

◦ ONTAP — lif3

◦ ホスト — HBA0

• ゾーン 4 ：ホストからデスティネーションストレージ（本番ファブリック B ）

ゾーン 4 には、 HBA ポート 2 と本番ファブリック B のデスティネーションコントローラポートを含める
必要がありますゾーン 4 のメンバーは次のとおりです。

◦ ONTAP — lif2

◦ ONTAP — lif4

◦ ホスト — HBA1

イニシエータグループの構成

正しい運用には、 LUN マスキングを適切に設定することが重要です。ONTAP ストレー
ジのすべてのイニシエータポート（両方のノード上のもの）が同じ igroup に属している
必要があります。

FLI 移行の実行時は、ソースストレージ LUN にネットアップストレージからアクセスする必要があります。
ゾーニングとは別にアクセスを有効にするには、デスティネーションストレージのイニシエータポートの
World Wide Port Name （ WWPN ）を使用してソースストレージにイニシエータグループを作成する必要が
あります。
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このセクションの例では、 Hitachi Data Systems （ HDS ） AMS アレイを使用します。外部ア
レイのコマンドは移行元の他社製アレイによって異なります。

ネットアップアレイのイニシエータグループでは、常に Asymmetric Logical Unit Access （ ALUA ；非対称論
理ユニットアクセス）を有効にしてください。

イニシエータグループは、ベンダーや製品によって名前が異なります。例：

• HITACHI はホスト・グループを使用しています

• NetApp E シリーズでは「 host entry 」が使用されます。

• EMC では ' イニシエータ・レコード ' またはストレージ・グループを使用しています

• NetApp では「 igroup 」を使用しています。

これらの呼び方に関係なく、イニシエータグループの目的は、同じ LUN マッピングを共有するイニシエータ
を WWPN で識別することです。

イニシエータ グループを定義するには、LUNマスキング（igroup、ホスト グループ、ストレージ グループな
ど）の設定方法を、ご使用のアレイのドキュメントで確認してください。

テスト移行を実施する理由

本番環境のデータを移行する前に、お客様のテスト環境ですべての構成をテストするこ
とを推奨します。

本番環境で移行を実行する前に、異なるサイズの一連のテスト移行を実施する必要があります。本番環境での
移行前にテスト移行を実施することで、次のことが可能に

• ストレージとファブリックの構成が正しいことを確認します。

• 移行の所要時間とパフォーマンスを見積もります。

テスト移行の結果を使用して、本番環境の移行にかかる時間と予想されるスループットを見積もることが
できます。移行にかかる時間にはさまざまな可変要素が影響するため、これを行わないと正確に見積もる
ことは難しくなります。

テスト移行は、本番環境のデータの移行を開始する少なくとも 1 週間前に実行する必要があり
ます。これにより、アクセス、ストレージ接続、ライセンスなどの問題を解決するための十分
な時間が確保されます。
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